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収 支 報 告 書

(ふ り が な)),覚 ・・き に は1ご 仁 く かが わ のガ い

1政 治 団 体の 名 称２１ 世 紀 に は ばた く 香川の会　

2主 たる事務所の所在地

3代 表 者 の 玩 名

高松市城東町1丁 目8一1　 ノ

大西大 介/

図 由 邦 多'

平成z6r年 分

4会 計 責 任 者 の 氏 名

(平 成 年 月 日開 催 分)カ'い

〆

卜刈 あ含

◎

!

,

政治団体の区分
□ 政党 □ 政治資金規正法第18条 の2第1項 の規定に

口 政党の支部 よる政治団体

□ 政治資金団体 団 その他の政治団体 ・
薗 その他の政治団体の支部

活動区域の区分

□2以 上の都道府県の区域等 図 同一の都道府県の区域内/

事務担当者の氏名及び電話番号

虚》 あtみ(〃8 )8/3
ノ

331μ

( )

()一.

1こ の報告書は、毎年12月31日(解 散等の場合には、その日)現在で、その年におけるすべての収入及び支出(当該政治団体のためにその代表者又は会計責任者と意思を通じてされた支出撃 む・)の総

霧繍 慧 灘鞭 灘謙1ら騨繍鶉灘鰹鞍 灘 灘講 難灘嵩灘 購籔鋸難
である旨を「備考」椒 ζ記載すること。

1麗 響瑠 驕 麟 鎌 鷲 鎌 罐2択2禦 轟 麟 差継 錫 話羅 舗 鮎 ていた場合には「有」の「。」に「ノ」を記入し、12月31日現在で資金管理団体として指定さ漁 ・な
かった場合には「無」の「白」に「ゾ」を記入すること。さらに、「資金管理団体の指定の有無」欄の中の「公職の種類」及び「資金管理団体の届出をした者の氏名」は、12.月31日現在で資金管理団体として指定

されていた場合にのみ記載すること。この場合において、「公職の種類」には、衆議院議員、参議院議員又は地方公共団体の議会の議員若しくは長の区分により、その職については選挙区において選挙する
こととされている場合には当該選挙区名を付して、その職にある者にあっては「衆議院議員 香川県第○区(現職)」、そめ職の候補者にあってはr衆議院議員 四国選挙区(候補者)」・候補者と蔓ろうとする

者にあってはr香川県議会議員 乙郡選挙区(候補者となろうとする者)」の例により記載すること。なお、12月31日現在での菌会議員関係政治団体に関する特例規定く法第19条 の9の 規定をいっ・以下同

4二鵡露灘謬鞭 羅舞臨 睡礫纏蕪奪膿懸澱雛纒灘智蹴羅 響灘鍛雛駿鴇畿鱈 麟 指姜舗驚農
資金管理団体として指定されており、その後当該年中た資金管理団体の指定を取り消されたときには、1月1日 から資金管理団体の指定を取り消された 日まで、というように記載すること。また・1月1日 から12
月31日 まで通年で資金管理団体として指定されていた場合には記載を要しないこと。なお、当該年中における国会議員関係政治団体に関する特例規定の適用の有無にかかわらず・記載すること。
5・特定パーティー開催団体にあっては、当該特定パーティー開催団体が開催した政治資傘パーティーの開催年月日を「平成 年 月 日開催分」の箇所に記載すること。
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収 支 の 状 況
1収 支の総括表

収 入 総 額

十億

ノ

百万

6 6 ク

千

3 戯8

円

7

(前年からの繰越額) 〃

(本年の収入額)
1 6 6 ク 3 タ 夕 7

支 出 総 額
/ 6 タ ユ 3 ! ケ 9

翌年への繰越額 以{肖o 3 9 9

5
1収 入とはζ金銭、物品、不動産その他の財産上の利益の収受で、法第8条の3各号に掲げ

る方法による運用のために供与し、又は交付した金銭及び有価証券の当該運用に係る当該ピ
金銭等に相当する金銭等の収受以外のものをいい、支出とは 、金銭、物品、不動産その他
の財産上の利益の供与又は交付で、法第8条 の3各号に掲げる方法による運用のため1ζする
/金 銭及び有価証券の供与又は交付以外のものをいう。なお、金銭以外の財産上の利益に

あっては、これを時価に見積った金額を記載し、その根拠を備 考」欄に記載すること・
〆

/

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

'

金 額

十億 百万 千 円

〃

員 数 〃

(2)寄f附'

ア 寄附(イを除く。)の区分 金 額
層

(ア)個 人 か ら の 寄 附

十億
、

百万

/ o

子

〃 〃 〃

円

〃

(うち 特 定 寄 附) 0

(イ)法人その他の団体からの寄附 ク

(ウ)政 治 団 体 か らの 寄 附
4

! 4 ! 〃 ク ク o o

小計((ア)+(イ)+(ウ))
' 4 ≧ o 〃 ρ 〃 ρ

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) o

イ 政 党 匿 名 寄 附 〃

合 計(ア+イ) / 4 よ 〃 〃 〃 {グ ク

2(1)個 人が負担する党費又は会費については、その金額及びこれを納入した者の数を記載

すること。

寄附(法人その他の団体が負担する党費又は会費を含み、政党匿名寄附(寄附のうち・(2)
法第22条の6第2項 に規定する政党又は政治資金団体が街頭又は一般に公開される演説
会若しくは集会の会場において受ける匿名の寄附で1件 当たりの金額が千円以下のものを
いう。(3)及び(その9)に おいて同じ。)を除く。(その9)を除き、以下伺じ。)については・
r個人からの寄附」、「法人その他の団体からの寄附」又は「政治団体からの寄附」に分類

し、それぞれ項目ごとに総額を記載するものとし、寄附のうち寄附のあっせんに係るものに
/つ いては

、その総額を記載すること。なお、個人からの寄附のうち、特定寄附(法第19条 の
4に規定する寄附をいう。以下同じ。)については、個人からの寄附の内書としてその総額

を記載すること。また、本部又は支部から供与された交付金に係る収入は、寄附には該当
しないため、「政治団体からの寄附」に含めないこと。

!

!

(3)政 党匿名寄附については、その総額を記載すること。
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(4)借 入 金

借'入 先 金 額 備 考

羨 田悪勘

十億 百万

え ρ 〃

千

∂ 0 〃

円

o

o

≧ム9、1
,

'! 4 ク 3 ダ ダ ケ ≧ム9、!2

/

「

こ の 頁 の 小 計
之 4 9 3 5 夕 ク

〆合 計
λ 9 ク 3 ダ ケ ク

借入金について}さ、借入先及び当該借入先ごとの金額を記載するものとし、その記載の方法は、例えば、「甲銀行(乙 支店)」というように具体的に借入先を記載すること。

、廓

鳥
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(7)寄 附 の 内 訳 寄 階者の区分 偲 くからの寄附
寄 附 者 の 氏 名
(団体にあっては、その名称)

金 額 年月日
住所(団 体にあっては、主たる事務所の
所在地)

職業(団 体にあって
は、代表者の氏名)

備 考
十億 百万, 千 円

5

晒

一
一
、

一 一

、

噛

電

こ の 頁 の 小 計
o

●

そ の 他 の 寄 附 / o 〃 o 〃 〃
個人の政治献金に対する課税上の優遇措置の適用を受ける政治団体にあっては、ここに寄附の明
細の記載がないと寄附金控除は受けられないので注意すること。

合 計
沼 〃 ρ ∂ ∂ ク

1同 一の者からの寄附で、その金額の合計額が、年間5万 円を超えるものにっいては、その寄附をした者ごとに、その者の氏名、住所及び職業(団 体にあっては、その名称、主たる事務所の所在地及び代表
者の氏名。以下同じ。)、当該寄附の金額及び年月 日並びに寄附者が上場・外資50%超 会社(法 第22条 の5第1項 本文に規定する者であって同項ただし書に規定する日本法人をいう。4において同じ。)であ
るときはその旨を該当欄に記載すること。なお、年間5万 円以下の寄附にっいても必要に応じ報告しても差し支えないものであること。
2寄 附は、「個人からの寄附」、「法人その他の団体からの寄附」又は「政治団体からの寄附」に分類し、それぞれ別葉とすること。なお、「寄附者の区分」欄には、これらの区分を記載すること。また、本部又は支

部から供与された交付金に係る収入は、寄附には該当しないため、「政治団体からの寄附」に含めないこと。 監
3個 人からの寄鮒のうち、特定寄附については、例えば、甲野太郎が資金管理団体の届出をした者である場合には、「寄附者の氏名」欄に「⑬甲野太郎」というように記載すること。
4法 人その他の団体からの寄附のうち、上場・外資50%超 会社からの寄附については、「備考」欄に「上場・外資50%超 」というように記載すること。
5「 その他の寄附」欄には、寄附のうち上記1に より、その明細を記載したもの以外のものの合計金額を記載すること。
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(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 減治 団体ガら蒔 附
寄 附 者 の 氏 名

く団体にあっては、その名 称)
金 額 年月日

住所(団体にあっては、主たる事務所の
所在地)

職業(団 体 にあって
は、代表者の氏名)

備 考

舳 、馳 後彬会

十億 百万

∠ 〃

干

〃 〃 o

円

〃 ン66 .乙.、 高私 並域 東町1梱8リ ノ ・ 天脅 夫 介/

〃 λ o ク 〃 o 〃 〃 2屡,4、/6 〃 ウ

香 翔 会 / 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ↓6 .久2 観鯖 マ観舗 町甲3〃ふ7/ 換 留 恵・造 ・

〃 ま 4〃 〃 〃 〃 〃 ユ4(郵6, 〃 〃

〃

蓄

誕〃 〃 0 〃 〃 ン4.、 父7 〃 〃

ノノ 之 〃 o 〃 ∂ 〃 0 ↓` 、丑 躍 〃 〃
一■ 　 一 、

'ノ

互 一

〃 〃 〃 〃

　

〃 ム6、8哨2・ ゐ
ウ

一 　

張田恵落緩援会 よ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ノ,あ 頑 趣 ヤ城東剛 丁鹸 ノ 天琶〉柔介

香 翔 会 ノ ク ρ 〃 〃 〃 o ↓6、 タ よ 楓箭 遡 舗 麟9・37/ 痕 田恵造〆

'

こ の 頁 の 小 計
ノ タ ノ 〃 〃 〃 〃 o

そ の 他 の 寄 附
〃

個人の政治献金に対する課税上の優遇措置の適用を受ける政治団体にあっては、ここに寄附の明
細の記載がないと寄附金控除は受けられないので注意すること。

合 計
ノ タ ! 〃 〃 〃 〃 〃

1同 一の者からの寄附で、その金額の合計額が、年間5万 円を超えるものについては、その寄附をした者ごとに、その者の氏名、住所及び職業(団 体にあっては、その名称、主たる事務所の所在地及び代表

者の氏名。以下同じ。)、当該寄附の金額及び年月日並びに寄附者が上場・外資50%超 会社(法 第22条 の5第1項 本文に規定する者であって同項ただし書に規定する目本法人をいう。4において同じ。)であ
るときはその旨を該当欄に記載すること。なお、年間5万 円以下の寄附についでも必要に応じ報告しても差し支えないものであること。

2寄 附は、「個人からの寄附」、「法人その他の団体からの寄附」又は「政治団体からの寄附」に分類し、それぞれ別葉とすること。なお、「寄附者の区分」欄には、これらの区分を記載すること。また、本部又は支

部から供与された交付金に係る収入は、寄附 には該当しないため、「政治団体からの寄附」に含めないこと。'
3個 人からの寄附のうち、特定寄附については、例えば、甲野太郎が資金管理団体の届出をした者である場合には、「寄附者の氏名」欄に「⑲甲野太郎」というように記載すること。
4法 人その他の団体からの寄附のうち、上場・外資50%超 会社からの寄附については、「備考」欄にr上場・外資50%超 」というように記載すること。
5「 その他の寄附」欄には、寄附のうち上記1に より、その明細を記載したもの以外のものの合計金額を記載すること。
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3支 出項目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額 備 考.

1経 常 経 費

ぐ1)人 件 費

十億 百万

3 夢 9

千

λ 6 〃

円

o

(2)光 熱 水 費 3 タ タ タ 女 8

(3)備 品・消耗品費 / 糞 夕 6 翁/ ノ
▼

(4)事 務 所 費 ま 毒 ク ダ 〃 k 9

小 計
/ ∠ 撃 ク 女 ク 8 7

!

一 一 一 一 哨鴨 一幽 一,P-

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費

一 一 一 一 　ワ 〒一　 一 "

ノ λ

一幽'

タ

一 　 -

3

一 一 一

ク

一一一

タ

　 r

6

　

〆

(2)選 挙 関 係 費 家 6 ク 9 〃 クよ
!曾

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 孟 8 ρ 6 8 '
/

ア 機関紙誌の発行事業費 4

イ 宣伝事業費 鏡謝2一妊 .冷 杢
ノ

〃
♂

ウ 政治資金パーティー開催事業費

エ その他の事業費 〃
'

(4)調 査 研 究 費 0

(5)寄 附 ・交付金 o 一

(6)そ の他の経費 4 6 な ぐ 4 よ /し

小 計 卜 ・、

タ か / ク ∂ ラ !
/

合 計 / 6 41ユ 3 ! ダ 宴 /

すべての支出は、次の分類基準により、経常経費及び政治活動費に分類し、さらに経常経費にあっては、人件費、光
熱水費、備品・消耗品費及び事務所費に分類し、政治活動費にあっては、組織活動費、選挙関係費、機関紙誌の発
行その他の事業費、調査研究費、寄附・交付金及びその他の経費に分類した上で、これらの項 目ごとに年間の支出金
額を記載すること。この場合、当該政治団体の本部又は支部に対して供与した交付金に係る支出にっいては、これら
の項目ごとにその額を「備考」欄に併せて記載すること。

1醗 轟
政治団体の獺(機 関継 の発行その他の事業に従事する者を
除く。)に支払われる給料、報酬、扶養手当・通勤手当・住居手当
その他の諸手当の類及び健康保険料 ・労働保険料その他の各種

保険料の類をいう。
電気、ガ入 水道の使用料及びこれらの計器使用料等をいう。(2)光熱水費

(3)備品・消耗 机、椅子、ロッカー、複写機 、自動車(事 務所用 に限る。)等の備
品の類及び事務用用紙、封筒、鉛筆、インク、事務服、新聞、雑品費
誌、ガソリン等の消耗品の類の購入費をいう。
事務所の借料損料(地代、家賃)、公租公課、火災保険金等の各(4)事務所費
種保険金、電話使用料、切手購入費、修繕料その他これらに類す
る経費で事務所の維持に通常必要とされるものをいう。

響 灘 撫 当該政治団体の組織活動腰 する顯(騨 に関するものを除
く。)で、例えば、大会費、行事費、組織対策費、渉外費、交際費
の類をいう。

(2)選挙関係費 選拳に関して支出される経費で、例えば、公認推薦料、陣中見舞
その他選挙に関して行われる政治活動に要する経費の類をいう。

(3)機関紙誌の
発行その他
の事業費
ア 機関紙誌 機 関紙誌の発行事業に従事する者に支払われる給与、材料費、
の発行事 印刷費、荷造発送費、原稿料その他機関舞誌の発行に要する経

費をいう。業費
イ 宣伝事業 機 関紙誌の発行以外の政策の普及宣伝に要する経費(選 挙に関

費 するものを除く。)で、例えば、遊説費、新聞・ラジオ・テレビの広告
料、ポスター・ビラ・パンフレットの作成費、宣伝用 自動車の購入・
維持費の類をいう。

ウ 政治資金 政治資金パーティーの開催に要する経費で、例えば、会場借上
パーティ 費、記念品代、講演諸経費の類をいう。
一開催事e

業費
工 その他の 上記のア、イ及びウ以外の諸事業に要する経費をいう。

事業費
(4)調査研究費 政治活動のために行う調査研究に要する経費で、例えば、研修会

費、資料費、書籍購入費、翻訳代の類をいう。
(5)寄附・交付 政治活動に関する寄附、賛助金、当該政治団体の本部又は支部
金 に対して供与した交付金、負担金の類をいう。

(6>その他の経 その他上記以外の政治活動に要する経費をいう。
費
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(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目別 区 分 組織ラ多動賞 ・(組 織 対藍 ∠)

支 出の 目的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地)

備 考

、

稗刷術

十億 百万

/ s

千

/ / 9

円

タ ユ6,83〃 、 株式会社 オリユ 高訟ヤ福 岡 田丁4T区1-4
ノ

動 一λイ虹 女 2 6 4 8 滋 ↓6、 タ、3、 麻キ会社 バジ翻 ト・匝舛一四圖 "香 衝 南 町 とoo-1 /

一 一 一 一 一

この頁の小計 〆 o 7 6 2 6
/

!

"

1勲懲 繍 鰯 離欝矯購 繍灘蕊騨猫欝 聡 屠講羅 醗 腰奮畿鞭 翻騰鎌響朧笈縫囎犀乏漂思難 講

2藷羅 購1羅 灘 灘 灘 隷鱒 羅 騰 灘辮襟

その他の支出 6 8 ざ o 7 o

合 計 ノ 2 少δ ク 4 6

それぞれ寮葉とすること。
3記 載の要領にっいては、次のとおりとすること。

1灘 響 鰐 糠1髄 灘 籍 羅 諜 灘 灘 欝 鷺 藩 つた支出にあつては、万円以下の支出姻 会議員関係政治団体に関する特例規定
ぶ適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計金額を記載すること。



(その15)

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目別 区 分 欝 痴係複/唾 挙運動萱 ・)

支 出 の 目的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地)

備 考

、

Tシ ャツ 代

十億 百万

k 0

千

タ よ之

円

o 泌 、7/ク 、 中 瀞 森氏》誉社 高払 ヤ福 燭 町)一 》午一1

会 場:設 鑑 8 9 〆 4 の ユ6、 、野)6、

り

1株式)会ネ土 イ シバ7 〃 香 繭 南 町3去8-/

弩備 / 6 ∠ δ λ 〃 ン6、 £ 巧 讃 岐麻式斜t 〃 林 町 置40卜1

懸云ヵ一者響 設備 タ よ 3 6 o o 堵 、 乱 ♪タ、 礪)ソ ウLイ 〃 宮}脇 日丁≧丁目 〃・-3-9 ,ノ

〃 借 上κ 6 8 9 よ 〃 〃 2ゑ £4 1ノ ク〃

蘇籍 翻 りで / 6 よ o 〃 〃 昂,(狂3〃 、 楓 会社 オワコ 〃 ネ畠岡 田丁 存丁目/一'4

暫伝カー η一 / / 8 8 〃 0 屡,8!3〃 〃 ん 〃

車蝿 動騨 金 / ` ク 6 ク o よ6、8、 畝 山 憲 由 美 多 恥 並塵 町ユン7醜泌 痂屋鰍 窒館6・タ・

〃 ノ 3 尋 o o ρ ↓6、8、 ∂〃. 多 田 聖 み ヴ 十)}価 町 》β一よ /

〃 9 o 〃 〃 ρ ↓6,3、30. 久 本 鰭恵多 ク 池 導ヨ㌍騒:「!3弓乙8一之二
,'

ノノ ク 5 ク ρ ρ >683〃, 中 芯 都1も ・ ク 渥 島彦 町 タ↓ター/
、

ガ ソ1}ン 偶 2 1 / 8' 8 巧 、9欧 切圖石油 構へ会社 "藤 募町 曲 βつ 分 !

この頁の小計 ≧ 4 3 ∂ よ 6 8
/

,

/

その他の支出 λ タ 8 ナ ≧

合 計 ≧ 6 ク 少 0 9 よ

1政 治活動費については、1件当りの金額(数 回にわたってされたときは、その合計金額)が、国会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていた期間に行った支出にあっては1万 円を超える支出に
ついて、国会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円以上の支出について、その支出を受げた者の氏名及び住所(団 体にあっては・その名称及び
主たる事務所の所在地)並 びに当該支出の目的、金額及び年月 日を次の例により記載すること。
2政 治活動費は、(その13)の2の(1)か ら(6)までの基準により分類し、さらに費 目ごとに、組織活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、「組織対策費」、「渉外費」、「交際費」・選挙関係費1三あっては・
例えば、「公認推薦料」、「陣中見舞」、機関紙誌の発行事業費にあっては、例えば、「給与」,「材料費」、「印刷費」、r荷造発送費」、「原稿料」、宣伝事業費にあっては、例えば・「遊説費」・「新聞・フジオニテレ
ビの広告料」、「ポスター・ビラ・パンフレットの作成費」、「宣伝用 自動車の購入・維持費」、政治資金パーティー開催事業費にあっては、例えば「甲政治資金パーティー開催事業費」、「乙政治資金パーアイ鷺

開催事業費」、調査研究費にあっては、例えば、「研修会費」、「資料費」、「書籍購入費」、r翻訳代」、寄附・交付金にあっては、「寄附金」、「賛助金」、「支部交付金」、「負担金」というように、適宜・小分類し・
それぞれ別葉とすること。
3記 載の要領については、次のとおりとすること。
(1)「 項目別区分」欄には、「組織活動費(大 会費)」というように小分類した費 目まで記載すること。
「支出の目的」欄には、当該支出の圓的を「会場借上費」、「弁当代」、「タクシー代」というように具体的に記載すること。(2)

(3)「 その他の支出」欄には、1件当たりの金額沸、国会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていた期間に行った支出にあっては1万 円以下の支出を、国会議員関係政治団体に関する特例規定
が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計傘額を記載すること。



(そ の15)

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目 別 区 分. 宣伝 身業 養(亘 イ汰 貿)

支 出の 目的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地)

備 考

、

の ぼごク 武

十億 百万

ク

干

9 3 8

円

0 ≧6、 タ、/、 襯'錦 瓢 アド・牛 ビス切' 献 蹄 鋳 剛 丁目4-37

この頁の小計 ク 9 3 8 ク

,その他の支出 塗 o ノ 3 〃 ♂

合 計 ' 8 〃 〆 8 '

1政 治活動費にっいては、1件当りの金額(数 回にわたってされたときは、その合計金額)が 、国会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていた期間に行った支出にあっては1万 円を超える支出に
ついて、国会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円以上の支出について、その支出を受けた者の氏名及び住所く団体にあっては、その名称及び

主たる事務所の所在地)並 びに当該支出の目的、金額及び年月 目を次の例により記載すること。
2政 治活動費は、(その13)の2の(1)か ら(6)までの基準により分類し、さらに費目ごとに、組織活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、「組織対策費」、r渉外費」、「交際費」、選挙関係費1三あっては、

例えば、r公認推薦料」、「陣中見舞」、機関紙誌の発行事業費にあっては、例えば、「給与」、「材料費」、「印刷費」、「荷造発送費」、「原稿料2、宣伝事業費にあっては、例えば、「遊説費」、「新聞・フジオニテレ
ビの広告料」、「ポスター・ビラ・パンフレットの作成費」、「宣伝用自動車の購入'維持費」、政治資金パーティー開催事業費にあっては、例えば「甲政治資金パーティー開催事業費」、「乙政治資金バーアィー

開催 事業費」、調査研 究費にあっては、例 えば、「研修 会費」、「資料費」、「書籍購入 費」、「翻訳代」、寄附 ・交付金 にあっては、「寄附金」、「賛助金 」、「支部交付金」、「負担金 」というように、適宜、小分類し、

それぞれ別葉とすること。
3記 載の要領については、次のとおりとすること。
「項目別区分」欄には、「組織活動費(大会費)」というように小分類した費目まで記載すること。(1)
「支出の目的」欄には、当該支出の目的を「会場借上費」、「弁当代」、「タクシー代」というように具体的に記載すること。(2)

(3)「 その他の支出」欄には、1件当たりの金額溺、国会議員関係政治団体に関する特例規定溺適用されていた期間に行った支出にあって越1万 円以下の支出を、国会議員関係政治団体に関する特例規定
が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計金額を記載すること。



(その15)

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目 別 区 分. その他 の経 愛(雑 萱)

支 出 の 目的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所の所在地)

備 考

十億 百万 千 円

'

_一 一 一 F・ 1

この頁の小計 ∂

》,

1騰 講 貫購 誰灘欝驚 購 繍灘蕊騨鰯欝 雛 黒響警醗 臨歪鱗 響難騒響朧夏罐崇灘 錫写騰 碧講

2欝鱗灘織羅羅 鞭難 灘 鷺購鰻響難 難

その他の支出 な 6 ま 8 4 合

合 計 4 6 ξ な 擁8

それぞれ別葉とすること。
3
(記載の要領については、次のとおりとすること。1)「項 目別区分」欄には、「組織活動費(木会費)」というように小分類した獺 まで記載す熱

8力羅1艦 騨 難 難 輔 藤 梅織1繊 羅灘 撫 出にあつては・万円以下の支出一 員関㈱ 体に関す㈱ 定
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資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の項 目別 区 分 有
'

無 備 考

ア 土 地 口 団

イ 建 物 口 団

ウ 建物 の所 有を目的とする地 上権又は土地 の賃借権 口 団

エ 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 団

預金(普 通預金及び当座預金を除く。)又は貯金(普 通貯金オ

を除く。)
口 団

力 金 銭 信 託 口 団

キ 有 価 証 券 口 団

一
ク 出 資 に よ る 権 利 口 団

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 力弐100万 円 を 超 え る貸 付 金 口 國

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 図

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用 に関する権利 口 団

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 団 口

12月31日 において有する資産等(土地、建物、建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権、取得の価額が100万 円を超える動産、預金(普通預金及び当座預金を除く・(その18)

綾罐 諏協灘1慧灘寵懲塾綴翻簾謁手署鰯友警懸襲騒臨騰 認製認爆 燧璽魏羅灘 謝慈藷難貌會饗墨甥書
無につ いて「口」内に 「ジ」を記入すること。
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